
保健体育 愛媛県立西条農業高等学校

科 目名 単位数 2単位

学 科 科 学 年 1年

教科書 代高 副教材 し

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通
して、

心と体を一体として提え、生涯にわたつて豊かなスポ
エツライフを継続するとともに、自己の状況に

応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり身に付ける。

価

ルールテスト

審判の実技
スキルテスト 等や体力の必要性について理解するとともに、それ

技能を身に付けるようにする。

深く味わい、生涯にわたつて運動を豊かに

とができるようにするため、運動の多様性

の し計 な

さや喜びを
る こ

らの

の して、

グル‐プ練習
準備 。片付け状況 等

生涯にわたつて運動を豊かに継続するため

奢号とも含晉誓と討扁留泳弩養猛ロピ逐泥薯
の課題を
し判断す
に伝える

力を養 う。

出席状況
ゲームの観察
準備・片付け状況等

運動における

組む、互いに

る。一人一人
を育てるとと

たって継続 し

の経験を通して、公正に取

自己の責任を果たす、参画

イこに

に

るす協力り
ヽ と る どな の意を 1こ大切 よし 9 すセの違

して 生涯安全 を確保健康も

て むし 度態 9を養運動 親わ

項 目 容 の い

1

学

期

4月

5月

6月

7月

1 体つくり運動

2 陸上競技

3 球技 I

4 体育理論

イこ

i集団行動を通し、協力、責任、参画に対する意欲を高める。

・体力を高め、自己の可能性に挑戦する楽しさを味わう。

・バレーボール、バ ドミントンの中から選択して活動する。

・運動やスポーンの効果的な学習の仕方について学ぶ。

2
学
期

8月

9月

10月

12月

も 体つくり運動

6 球技Ⅱ

7体育理論

の 6、 の の

・サッカー、バスケットボールの中から選択して活動する。

運動やスポーンの効果的な学習の仕方について学ぶ。

3
学

期

1月

2月

3月

屯 陸上競技

9 球技Ⅱ

10 体育理論

1こ 己

る楽しさを味わう。

こサッカー、バスケツトボールの中から選択して活動する。

・運動やスポーツσ)効果的な学習の仕方について学ぶ。

その他



保健体育
愛媛県立西条農業高等学校

学習
目標

体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通し

て、心と体を一体として捉え、生涯にわたつて豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の

状況に応 じて体力の向上を図るための資質
。能力を次のとおり身に付ける。

科目名 体育 単位数 2単位

科 農業科 学 年 2年

教科書 現代高等保健体育 (大修館) 副教材 し

評価

評価の観点 評 価 規 準

知識・技能

疑 動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し

さや喜びを深く味わい、生涯にわたつて運動を豊かに

継続することができるようにするため、運動の多様性
や体力の必要性について理解するとともに、それらの

技台とを身に付けるようイこする。

ルールテス ト

審判の実技
スキルテス ト 等

思考・判断・表現

生涯にわたつて運動を豊かに継続するための課題を

発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える

力を養 う。                 r

グループ練習
準備・片付け状況 等

主体的に学習に

取 り組む態度

運動における競争や協働の経験を通して、公正に取う組

実上民お撞楡客ヨ:aiこ 己蛋写言写宮暴各称音絞写警皇ちと

ともに、健康・安全を確保して、生涯にわたつて継続して

運動に規しむ態度を養う。

ゲームの観察
準備・片付け状況
レポー ト等

学 習 項 目 のねらい

1

学

期

4月

5月

6月

7月

1 体つくり運動

2 陸上競技

3 球技 I

4 体育理論

に る。

・集団行動を通し、協力、責任、参画に対する意欲を高める。

・体力を高め、自己の可能性に挑戦する楽しさを味わう。

・ネット型、ゴール型の中から選択して活動する。

・運動やスポーツの効果的な学習の仕方について学ぶ。

2
学
期

8月

9月

10月

11月

12月

5 体つくり運動

6 球技Ⅱ

7 体育理論

の で の で の

・ネット型、ゴール型の中から選択して活動する。

・運動やスポーンの効果的な学習の仕方について学ぶ。

3

学
期

1月

2月

3月

8 陸上競技

9 球技Ⅱ

10 体育理論

を め 己

する楽しさを味わう。

・サンカ~、 バスケットボールの中から選択 して活動する。

・運動やスポーツの効果的な学習の仕方について学ぶ。

その他



保健体育 愛媛県立西条農業高等学校

科 目名 体育 単位数 3単位

学  科 農業科 学 年 3年

教科 副教材 な し

学習
目標
1蕉

体育の見方 。考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、

と体を一体として捉え、生涯にわたちて豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に

じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり身に付ける。

評価評の

ルールテス ト

審判の実技
スキルテス ト 等

さや喜びを深く味わい、生涯にわたつて運動を豊かに

ることができるようにするため、運動の多様性
の必要性について理解するとともに、それらの

技能を身に付けるようにする。

して、運動 し

や体力

的、計

グループ練習
準備 。片付け状況 等

生涯にわたつて運動を豊かに継続するための課題を

発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える

力を養う。

思考・判断・表現

ゲームの観察
準備・片付け状況
レポー ト等

主体的に学習に

取り組む態度
拳蝦P上天上矢猪窪凛2夫易毘9冨壕密奈をなどな暮
欲を育てるとともに、健康・安全を確保して、生涯に

わたつて継続して運動に親しむ態度を養う。

の を通して、公正ににおける

学 習 項 目 の らい

1

学
期

4月

5月

6月

7月

1 体つくり運動

2 陸上競技

3 球技 I

4 体育理論

に に

・集団行動を通し、協力(責任、参画に対する意欲を高める。

・体力を高め、自己の可能性に挑戦する楽しさを味わう。

・ネット型、ゴール型の中から選択して活動する。

・運動やスポーツの効果的な学習の仕方について学ぶ。

2
学
期

8月

9月

10月

11月

12月

5 体つくり運動

6 球技Ⅱ

7 体育理論

の で の で の

。ネット型、ゴール型の中から選択して活動する。

運動やスポーツの効果的な学習の仕方について学ぶ。

3

学
期

1月

2月

3月

8 球技 Ⅱ

10 体育理論

ツ し

・運動やスポーツの効果的な学習の仕方について学ぶ。

その他



保健体育 愛媛県立西条農業高等学校

科 目名 保健 単位数 1早 1互

学  年 1年

教科書 現代高等保健体育改訂版 (大修館 ) 昌

"教
材

習
標
学
目

「現代社会と健康」では、健康の考え方、現代の感染症とその予防、生活習慣病

の予防と回復について、「安全な社会生活」では、安全な社会づくり、応急手当

に向けて考え、表現できるようになるも

などの予防と回復、喫煙、薬物舌L用 と健康、

について理解するとともに、課題を見つけ、
精神疾患
その解決

評価方法評価の観点 準評    1山    規
・定期考査の成績  '
・授業への取組
。実習での取組
・ノー ト・レポー トの提出状況

個人生活および社会生活における健康・安全に関する諸問題について理解し、技能

を習得している。
知識・技能

定期考査
授業への取組
実習での取組
ノー ト・レポー トの提出状況

思考・判断・表現
個人生活や社会生活における健康・安全について、課題を見つけ、その解決をめざ

して適切な方法や解決方法を考え、表現している。

・授業への取組
・実習での取組
・ノー ト・レポー トの提出状況

個人生活や社会生活における健康・安全について関心を持ち、学習に進んで取 り組

んでいる。
主体的に学習に
取り組む態度

学 習 項 目 学習内容・学習のねらい

１
学

期

4月
1 健康の考え方と成り立ち の 、およ 日 つ

健康の成立要因をふまえて、自分なりの健康の捉え方について考える。

2 私たちの健康のすがた

5月

3 生活習慣病の予防と回復
つ し と に 、

会の対策につい える。

4.がんの原因と予防
・わが国の死因の第 1位となつているがんについて、その種類、原因、予防、治療
について学ぶとともに、社会的対策の現状と必要性について考える。

5 がんの治療と回復

6月

6.運動と健康
ヤ`っ め

の保持増進に きく関与していることを学ぶとともに 人々が適切なライフスタイ

ルを身につけるための対策を考える。7 食事と健康
8 休養・睡眠と健康

7月 9 喫煙 と健康
つ し

に、それらの問題を改善するための、個人や社会の について考える。

２
学

期

9月

10,飲酒と健康

11 薬物乱用と健康

12 精神疾患の特徴
て

ともに 適切なケアのための社会環境について考える。

10月 13.精ネ申疾患の予防

14 精神疾患からの回復

11月

15 現代の感染症 い っ 日

いて学ぶ。また、性感染症・エイズの実態と課題について、日本およ

を学ぶ。また、感染症予防について、個人や社会の対策について考え
び世界の現
る。16 感染症の予防

17.性感染症・エイズとその予防

12月

18.健康に関する意思決定・行動選択
下厩戻め保持増進のための意思決定・行動選択の重要性と影響する要囚について写

び、よりよい意思決定・行動選択の方法や工夫の仕方について学ボ。また、健康づ

くりには、ヘルスプロモーションの考え方にもとづく環境づくりが重要であること

を学ぶ。19 健康に関する環境づくり

３
学
期

1月

1.事故の現状と発生要因
る つ し

するための個人や社会の対策について考える。また、交通事故の防
の責任、個人や社会の対策について考える。止 ら、運転者

2.安全な社会の形成

2月

3.交通における安全

4.応急手当の意義とその基本
。けがや急病に対する応急手当の意義や方法について学び、日常的な応急手当がで

きるようにするとまた、心肺停止状態の人の命を救うために行う心肺蘇生法の意義

と方法を学び、実習を通して正しく実施できるようにする。

3月

5 日常的な応急手当

6 心肺蘇生法

その他



保健体育 愛媛県立西条農業高等学校

科 目名 保健 単位教 1単位

学  科 農業科 学  午 2年

教 科 吾 副教材 ワ ー ト

学習
目標
保健の

理し,
見方・考え方を働かせ,合理的,計画的な解決に向けた学習過程を通して,生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に管
改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。

評価の観尽 評 価 規 準

知識・技能 生涯を通じる健康や健康を支える環境づくりについて理解している。

・定期考査の成績
・授業への取組
,実習での取組
・ノート・レポートの提出状況

思考・判断・表現 缶手客憬島魚続懸荏箸昏宅毒海臭秀努霰羞
りに関する情報から課題を発見し,健康に
思考し判断するとともに,それらを表現し

ている。

定期考査
授業への取組
実習での取組
ノー ト・レポートの提出状況

主体的に学習に
取り組む態度

生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりについての学習に主体

的に取り組もうとしている。

授業への取組
実習での取組
ノー ト・ レポー トの提出状況

学習内容・学習のねらい

１
学
期

4月 1.ラ イフステージと健康
フ ス

各 ラ フステージで活用できる社会からの支援について あげることができる

2.思春期と健康 の心の発達に ついて例をあげることが

5月

a 性意識と性行動の選択
つ し で る。

・性情報が性行動の選択に影響を及ぼす例をあげることができる。

4.妊娠・出産と健康 ・ 出産期に活用できる母子保健サー ビスの を ることができる

5.避妊法と人工妊娠中絶 ついて説明できる。

6月

6 結婚生活と健康
で

結婚生活 る や行動をあげることができる。

7.中高年基と健康
1こ

高齢社会に必要 取 り組みについて例をあげて説明できる。

7月 B.働 くことと健康
1こつ 予

働き方や働く人健康 の変化について説明できる。

２
学
期

9月

9.労働災害と健康
つ い で

労働災害を防止するために必要なことを上げることができる。

10.健康的な職業生活
つ

余暇を積極的にとることの意義について説明できる。

10月

健康を支える環境づくり

1 大気汚染と健康
r)い で る。

大気にかかわる地球規模の健康問題について例をあげて説明できる。

5. の の |こつ い

6.食品衛生にかかわる活動 ・食品の安全性を確保するための 役割につい る。

11月
2.水質汚濁、土壌汚染と健康

下瀬賓万肩下王環万要あ原百τその健康影響を説明できる。
・大気・水。上壌にまたがる複合的な環境汚染の発生のしくみについて説明できる

3.環境 と健康にかかわる対策 ・環境汚染による健康被害を防ぐ方法について説明できる。

12月

4.ごみの処理と上下水道の整備
・ オ``みの処理の現状やその課題について説明できる。
・上下水道のしくみと健康にかかわる課題を説明できる。

7.保健サービスとその活用
について

保健サービスの活用の例をあげることができる。

３
学
期

1月

8 医療サービスとその活用
に お で る

さまざまな医療機関の役害」について説明できる。

9。 医療品の制度とその活用
。医薬品腐妥基継磐畢ぢ振ヲ途豪語握示毒れをぁげて説明できる。

2月 10.さ まざまな保健活動や社会的対策
'国際機関・民間機関
・行政機関による社会

などの保健活動について例をあげて説明できる。
的対策について例をあげて説明できる。

3月 11.健康に関する環境づくりと社会参加
・健康の保持増進のため
・環境づくり^の主体的

の環境づくりについて説明できる
な参加が自他の健康づくりにつながることを説明できる。

その他


